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研究の概要研究の概要

結果結果

この研究により、ＸＰが乳牛のルーメン内で微生物によるたんぱく質の
合成を増加させ、糞からのアンモニアやメタンの潜在排出量を減少さ
せることが示された。

高泌乳牛のルーメン微生物のたんぱく質合成と、糞からのアンモニアの排出に対する
XPの効果について試験を行った。仮説試験は、ＸＰがルーメンのアンモニア濃度と尿

の窒素排出を減少させ、糞からのアンモニアの排出を減少させるというものだった。

・ルーメンカニューレ（管）を装着した8頭の経産ホルスタイン牛（分娩後91±4.5日）を、2つの期間

からなる交叉試験に用いた。

・ それぞれの試験期間は21日間の飼料への順応期間と、7日間のサンプリング期間からなる。

・ 試験飼料

　　　　1.　対照区 （ＸＰ無し）

　　　　2.　ＸＰ （56g/日）

・ 基礎飼料は、乳脂肪3.70％ 、乳純タンパク3.05％ 、乳量47kg/日を泌乳する牛の必要栄養量を
満たすように設計した。（NRC, 2001）

たんぱく質の栄養が改善された

・ ルーメンからの微生物窒素の推定流出量は、対照区が333g N/日であったのに対し、ＸＰは364g 
N/日で、 増加（9％）傾向が見られた（ｐ=0.08）。

・ ＸＰを与えた牛のルーメンのアンモニア態窒素の量は、対照区が3.6mMに対しＸＰが3.0mMと、よ
り低くなる傾向があった。（ｐ=0.08）
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アンモニアとメタンの排出量が減少

・ＸＰを添加した飼料を与えた牛の糞は、アンモニアとメタンの潜在排出量が減少した。（ｐ<0.01）
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